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〇静岡県のIoT支援施策
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プロジェクトの背景と必要性
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導入済み

検討中

企業規模別導入状況

20人未満
(n=83)

20～99人

(n=161)

100～499人
(n=70)

○県内企業のIoTの導入は、
従業員数100人以上でも7.1%

○工程全体の生産効率向上のため
には、設備、モノ、ヒト全体の最適
化が必要

○導入費用の軽減のために生産ラ
インを止めることなく、事前に効果
を確かめることが必要



プロジェクト推進体制
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民間のIoTコーディネータ
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→研究成果を伴走型で
普及可能
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〇静岡県IoT推進ラボの紹介



静岡県IoT推進ラボ（令和2年11月～）
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静岡県IoT推進ラボの実績

令和元.11～令和2.10 令和2.11～令和3.10

見 学 者 650※ 356

PLCプログラミングセミナー 7社15名

IoTを使用した生産管理セミナー 7社15名

初心者向けIoTセミナー
10社10名 11社11名

10社10名

わかりやすいIoTを用いた
現場実装講座（大学連携講座）

10社10名(全3回)

※内覧会参加者147名を含む

見学者、受講者からは、
「わかりやすい」、「これなら自社でも導入できる」と高評価



静岡県IoT推進ラボの動画配信

静岡県のIoT導入支援のご紹介
https://www.youtube.com/watch?v=6Ne1qbC-s58&t=12s

静岡県のIoT推進ラボバーチャル見学
https://www.youtube.com/watch?v=MXZ71wvbAyw

グーグルストリートビューでのバーチャル見学

※アドレスが長いので、グーグルマップで
 「静岡県IoT推進ラボ」と検索してください。



静岡県IoT推進ラボ サテライトの増設

第三期は、沼津、浜松にサテライトを増設



静岡県IoT推進ラボ（令和3年11月30日～）

静岡

浜松

沼津



○産業技術総合研究所との共同研究



つながる工場テストベッドが目指す人材育成
−IoT時代のものづくりに向けて−

ものづくり企業主体のIoT活用
• ものづくり企業が自らIT/IoTを使いこなすことが重要
⇒自ら課題を見出し、考え、手を動かせる人材の育成

つながる工場テストベッドを利用した人材育成ステップ
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工場見える化の仕組みやデモシステムの提示
IT/IoT化の具体的なイメージの把握

デモシステムおよびモジュールの講習
システムの構成の仕方や要素デバイスの理解

地域における研究会・共同研究活動
課題設定とIT/IoTシステムの試作・運用

公設試施設と産総研の間のデータ共有環境構築
構築プロセスを教科書として記録

2020       2021       2022       2023



産総研
臨海副都心センター

産総研
つくばセンター

秋田県
産業技術センター

静岡県
工業技術研究所

福井県
工業技術センター

仮想
クラウド

全国各地の公
設試へ

青森県
産業技術センター

岩手県
工業技術センター

つながる工場テストベッド事業

今後は
予知保全や
生産効率改善手法
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VPN環境構築: 公設試-産総研間のセキュアなデータ共有
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産総研設備稼働状況可視化システム
−産総研設備稼働データの公設試への共有−
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タブで産総研拠点を選択



静岡県工業技術研究所（見える化⇒生産改善）

ターゲットは自動車部品製造業＝プレス、切削加工等

電動サーボプレス



作業工程の解析と検知方法

作業工程 検知方法

扉を開ける
・リミットスイッチ
〇超音波センサ⇒採用

段取りを確認
〇ボタン切り替え⇒採用
・バーコードリーダー

加工材を投入
・ロードセル
・照度センサ

扉を閉める
・リミットスイッチ
〇超音波センサ⇒採用

スイッチを押す ・フォトカプラ

扉を開ける 〇超音波センサ⇒採用

加工材を取り出す
・ロードセル
・照度センサ
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プレス機稼働状況の見える化（システム構成）
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監視カメラ
(状態監視)

超音波センサ
(開閉検知)

raspberry pi

ボタンスイッチ
(段取り替え)

照度センサ
(異常検知)



プレス機稼働状況の見える化（プログラム）
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パレット

ワークスペース

超音波センサ

照度センサ

ダッシュボード表示
CSV記録

カメラトリガー

作業時間計算
ダッシュボード表示



プレス機稼働状況の見える化
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プレス機稼働状況の見える化(紹介動画)



教育用ロボットによるデモ



教育用ロボットによるデモ(紹介動画)



○具体的支援事例



IoT導入支援事例１（めっき工場）
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工技研が提案したシステム(概念図)



防水型液温センサ
範囲：-10～85℃、精度：±0.5℃

WIO-NODE
センサーの信号を距離、温度データに

変換し、Wi-Fiで送信する

超音波距離センサ
範囲：2-350cm,精度1cm

各槽に設置した機器
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現場に実装したシステム



通信データ量は5Byte

2020-02-11 01:29:40           0448494F4B

●Raspberry Piの送信データ(4番槽水位上限異常）

①

②
③

●異常通知メール 04：槽番号＝4
48：H
49：I
4F：O
4B：K
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LPWAによる異常通知



不要な確認作業を削減⇒年間約52時間×1人

事務所

液温・水位

異常通知

社外

リアルタイムデータ

工場

整流器

めっき槽

データ処理用のサーバー
（Raspberry Pi)

Sigfox
クラウド
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実装したシステムの効果
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IoT導入支援事例２（プレス工場）



システム全体の概要

プレス加工機

操作盤

IoTデバイス

or

シングルボードコンピュータ

モニタ

カウンタ

加工時の
信号検出

データ
収集

遠隔モニ
タリング

Power BI

レポート
作成

工場内

グラフ
作成

情報の
見える化

33

工技研が提案したシステム(概念図)



工場内通路モニタ

加工機モニタ

自作IoTシステム（情報掲示板）の表示例

加工機名 現在の生産出来高

生産出来高の推移

“生産進捗状況の見える化”が可能となった
34

取得した稼動データの掲示



３台からスタート ２工場17台に増設
技術伝承（実習）
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導入希望!!

ウチも!!

プレス工場で増殖中



○大学連携講座



 概要
・静岡大学情報学部､静岡県IoT研究会と連携した講座
・座学(静岡大学)、実習(工技研)、現場実装(コーディネータ)

の一貫した構成 （受講者 10社10名)
座学(知る)

･IoTの概要
･システム構築
･事例紹介

実習(学ぶ)
･初期設定
･センサの使い方
･データの保存、
⾒える化

現場実装(試す)
･コーディネータ
が現場を訪問し実
装をサポート

大学連携講座(内容)
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●現場実装の様子

撮影現場︓⼋⽊工業株式会社(藤枝市)

実習後約1ヶ月間の
取組みで10社中
6社は目標達成

・温湿度管理
・表示灯による稼働監視
・超音波センサを使った

ロール紙の再生数確認

大学連携講座(現場実装)

今年度は
3回、各10社を支援



大学連携講座(紹介動画)



作業指示書
確認

作業手順書
確認

在庫から材料
ピックアップ

検査・組立場
にて作業

完了後、シス
テム入力

管理者の困りごと

ロット単位での完了入力
のため、作業中の製品
の納期が分からない

作業員の技術にバラ
つきがあり、サイクル
タイムが予測できない

ロットが完了するまで
完成した製品の個数

が把握できない

作業のモデル化・センシングによるデータ収集から、上記の困りごとの
解消に結びつくようなアイディアの提案を行う

特定の作業を切り取ってモデル化（レシピ化）し、最適なセンシング手
法を提案することができれば、他の企業や産業への展開が可能

具体例に基づく実証環境の構築（作業分析）



何のために どの作業の どこに
何のセンサ
を取り付け

※http://www.fec.sakado.co.jp/product_jig02.htm

具体例に基づく実証環境の構築（導入レシピ）

データを

取得する

導通検査 リミットスイッチふた開閉部

出来高

作業時間

正確な生産
状況の把握

作業台 照度センサ組付け作業



導入検討

導入
準備

導入
初期

現場の困りごとと研究所の支援

大学連携講座
等で実習

IoT検証ラボ
で実証

IoTモデル
工場の実現

IoT推進ラボ
展示紹介

＋

現場の困りごと→研究所の支援

・どこに発注すれば良いかわからない
→静岡県IoT活用研究会員、推進ラボ出展者を紹介

・想定どおりにデータが取れない
→IoT検証ラボで確認、プログラムの修正

・データの活かし方がわからない
→生産改善につながる解析技術の紹介

・現場で試したい
→大学連携講座や実証ラボで概念実証

・社内に人材がいない
→ワークショップで技術伝承

・IoTで何ができるかわからない
→モデル工場で導入事例を紹介

・何にどうやって付ければ良いかわからない
→まずは、工程分析。工場レイアウトを作成し、

ヒト、モノの流れを明確化。
→初心者向け実習で基礎的なIoT接続方法を伝授

設備
投資
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御質問、問合せ先：

静岡県工業技術研究所

 機械電子科 赤堀篤

e-mail: ｓｋ-kd@pref.shizuoka.lg.jp

電話番号：054-278-3027

御清聴ありがとうございました。


